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-待ち行列・

-第110回

日時: 6 月 17 日(土) 14:00-16:30 

出席者: 26名

場所:東京工業大学本館1-94号室

テーマと講師:(1) fm段直列型待ち行列のサービス順序の

解析とその応用」

松本学，川島武(防衛大学校)

プロッキング有りの直列型待ち行列を議論. 1 段目と 2

段目のサービス分布の形とスループットの関係を提示した.

(2) fGaussian-type Variable Input Rate Processes for 

ATM MultiplexerJ 

小林和朝 (NEC) ，高橋幸雄(東工大)

ビデオトラヒックモデルを含む一般的な Input Rate 

Processをモデル化した Gaussian-type Input Rate Pro. 

C飴S を導入し，この Input Rate Process に対する ATM

Multiplexerの貯蓄量分布の上界と下界を与えた.

・第111回

日時: 7 月 22 日(土) 13 目 00-16:30

出席者: 30名

場所:東京工業大学本館1-94号室

テーマと講師: (1)f Applications of Service Networks : 

Modelling, Analysis, InferenceJ 

Avi Mandelbaum (Israel Institute of Technology) 

銀行業務などのサービス業務で起こる待ち行列のモデル

化，解析および推定に関して，ご経験を交えながらその方

法論と課題についてご講演をいただいた.

(2) fDoes Markov -modulation increase the waiting 

time ? J 

Andreas Frey (University of Ulm) 

待ち行列モテ"ルにおいて，ポアソンと Markov-modula

tionの 2 つ到着過程の場合について待ち時間分布を議論.

Markov-modulationの方が待ち時間が長くなる傾向にあ

ることを理論的に示した.

(3) f ATMにおけるフロー制御と関連待ち行列モデルj

横谷哲也(三菱電機)

ATMネットワークの標準化団体で現在議論となってい

るいくつかのフロー制御を紹介.これらのフロー制御方式

に関して，今まて解析きれている待ち行列モデルとは異な

ることを示し，問題提起を行なった.

730 (56) 

-数理計画法・

日時: 6 月 24 日(土) 14:00-17:00 

出席者: 9 名

場所:統計数理研究所 3 階セミナ一室

テーマと講師: (1) r A nonmonotone SQP method with 

global and superlinear convergence propertiesJ 

山下浩(数理システム)，矢部博(東京理科大学)

制約付き最適化問題に対する逐次 2 次計画 (SQP) 法に

関して，まず最近の研究動向についてレビューをし，つい

で大域的収束性と局所的超 l 次収束性を保証する解法を提

案した.この解法は，非単調直線探索法をSQP法に組み込

んだもので， QP部分問題を解いて得られる探索方向の大き

さを観察して，直線探索基準が満たされなくても長きが 1

のステップサイズを採用する.このことによって，探索方

向がゼロに収束するという意味で大域的収束性が保証され，

最終的に毎回長きが l のステップサイズが採用されてマラ

トス効果が起こらないことが示せ，その結果として局所的

超 1 次収束性が保証される.

(2) rData Envelopment Analysis (DEA) の概要」

枇々木規雄(慶$義塾大学)

DEA (Date Envelopment Analysis) について基本的な

解説があった.まず， DMU，比率尺度， D効率値，効率的

フロンティア等の基本用語の説明の後， CCR (Charnes, 

Cooper and Rhodes) モデルの分数計画問題とそれから得

られる線形計画問題，および，生産可能集合や参照集合に

ついて述べられ，都立図書館のデータを用いた数値結果が

報告された.ついで-BCC(Banker， Charnes and Cooper) 

モデルについても同様の説明と数値例の報告があった.ま

た，効率性尺度に関する講演者自身の研究が紹介された.

・離散系シミュレーション.

-第 3 回

日時: 9 月 27 日(水) 17:00-19:00 

出席者: 30名

場所:早稲田大学理工学部55号館 2 F第 4 会議室

テーマと檎師: fセメント製造業における離散系シミュレ

ーションの実際」

相沢健実，河野高洋，香月 毅(秩父小野田鍋)

前半の講演者河野氏は，(1)パース (berth: 停泊水域)ご

との，稼働率， 'f帯船時間などが，パースの改造前後でどれ

ほど異なるかを推定する工場出荷モデル， (2)危険在庫発生

頻度の低いタンカー船団構成を決定する船団構成モデル，

(3)作業の待ち時間が許容範囲に収まるかどうかを調べるこ

とより出荷設備能力を検討するサービスステーション出荷

モデルを紹介した.後半の講演者香月氏は，諸制約のもと

で生産費と輸送費との和を最小にする目的で， (1)各工場で
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どれだけのセメントを生産するか， (ω2)各工場カか‘らどのサ一

ビスステ一シヨンを経てどこのユ一ザへどれだけずつのセ

メントを運搬するかを決定する線形計画問題を市販ノパマツケ

一S: Miniて解〈生産輸送計画システムを紹介した.半年程

度の中期計画に利用されている.

-日本の経営・

-第29回

日時: 10月 7 日(土) 14:00-17:00 

出席者: 7 名

場所:東京都勤労福祉会館(中央区新富)

テーマと講師: 121世紀の日本のための飢餓対策」

上回亀之助(杉野女子大学・上回イノベーション研究所)

日本の穀物自給率は先進国中最低の30% で. 1 年に3600

万トンの農産物を輸入しています.最優等生のフランスの

自給率は222%です.80年代の終頃から世界の食糧生産は滅

り始めました.世界人口は相変わらず増えています.この

ままでは間もなく食糧危機がきます.

-おめでとうございます .1 OR学会

皆様ご高承のことと思いますが，きる 11月 3 日文化

の日，本学会名誉会員・元会長の近厳次郎先生が文化

功労者として顕彰きれました.また，本学会名誉会員・

前会長の伊理正夫先生が紫綬褒章を受章きれましたの

でお知らせいたしますとともに，ここにお祝い申し上

げます.

会合記録

10月 4 日(水) 国際委員会 7 名

10月 6 日(金) IAOR委員会 4 名

10月 17 日(火) 論文誌編集委員会 10名

10月 24 日(火) 財政問題検討委員会 5 名

会慰捜
野口順路氏平成 7 年10月 10 日，急性骨髄性

白血病のためご逝去きれました.享年67歳.謹ん

でご冥福をお祈りいたします.

1995 年 12 月号

1 月号・特集 偶数月 18日発売/定価930円

マルチメディアプログラミング
巻頭インタビュー/CD-ROM制作の現場から/マル
チメディア時代のオブジェクト指向言語/新最圧縮技

術/マルチメディア言語としてのHotJava/マルチメ
ディアのセキュリティ: PGP / office 95 / Delphi 

円Eて~ Postscriptに関する記事/アルゴリズムの道
I )重 1
仁三三U 具箱他

1 月号
特集 物性論とその数理
l 次元 l/r'模型

Asymptotic Bethe Ansatz と分数排他統計
朝永・ラッテインジャー液体理論
有限温度ベーテ仮説
磁場中の電子系と量子群
整数量子ホール効果
分数量子ホール効果

量子群と I 次元量子スピン系

強相関系とゲージ場
量子摩擦

樋上和弘
川上則雄
小形正男
高麗 徹

初貝安弘
静谷謙一

青木秀夫
加藤晃史
久保木一浩
多々良 j原

別冊数理科学 l い 1(11111川.

物理法則ーそのた 糸
図1.物理法則を考える
物理法則を考える/天の法則 地の法則
図 n. 機喝な物理法則
かたちの法則・法則のかたち/最小作用の原理/物理法則と
非線形性/物理法則と漸近的法則/一般相対論の物理
固 m. 量子力学における特異性
不確定性の役割/超低温・超流動/場他
固 N. 保存則と対称性
自然における保存則と対称性/保存則について/時間はおり
かえす?/超伝導，超流動における対称性の破れ他
悶 V. 可逆と非可避
物理学における時間の矢/統計力学における不可逆性他
図 VI. 新しい物理法則を目指して
カオス/カオスと lffゆらぎ/液晶にみられる不思議な法則
/物理法則における還元主義と反還元主義他
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